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平野夏美 

７月３１日をもちまして約一年間にわたるメキシコ研修が終了しました。この一年間で学ん

だこと、出会った人のことは一生忘れることがないと思います。最初は私にとって未知の国だ

ったメキシコへ渡るということに完全に腰が引けていたのですが、今は達成感と行ってよかっ

たという気持ちでいっぱいです。センチメンタルになるのはこの辺にして、今回のレポートで

はメキシコ北部のチワワ州への旅行とメキシコで初めて受けた DELE について書いていきた

いと思います。 

チワワ州への旅 

７月最初の一週間でメキシコの北部に位置するチワワ州に旅行しました。チワワ州といえば太平

洋鉄道で有名な地でもあります。メキシコ国内で貨物部門を残して次々と鉄道が廃止されるなかで、

唯一定期運航されている一般旅客鉄道です。車内からはコブレ峡谷など起伏の激しい峡谷地帯を走

るので、迫力のある風景を楽しむことが可能となっています。 

しかし私たちはそんな列車での旅は最終日の一日のみに設定

し、さまざまなアクティビティに挑戦しようという運びになりま

した。そのアクティビティが思っていたよりもかなり過酷で、私

は幸いメキシコで強盗などの怖い目に遭わずに済んだのですが、

このチワワで参加したアクティビティが一番怖かったと言って

も過言ではありません。コブレ峡谷で体験したアクティビティで

すが、世界一長いジップライナー（全長３キロ）と via ferrata

というアクティビティがセットになっているので、言われるがま

まに参加しましたが via ferrata は崖を命綱二本で下り、崖をつ

たって 30 分ほどかけて最終地点を目指すなんとも恐ろしいアク

ティビティでした。もちろん後ろを

振り返ればコブレ峡谷の壮大な景色

が広がっています。ワイヤー一本で

できた足場を、自分で命綱を繋ぎ直

しながら進み続ける･･･。下を見たら

大きな峡谷に食べられてしまいそう

で、必死に前を向いていました。 

 

  

↑コースの一部。写真で見て

もかなり怖いです。 

 

←命綱を掛けるワイヤー（上）

と足場になっているワイヤ

ー。命綱があるとはいえ、足

を踏み外したら大変です。 

超スリリングでしたが、なかな

かできない体験で、楽しむこと

ができたと思います。勇気があ

る人は是非挑戦してみてくださ

い。 



・チワワ鉄道 

正直に言いますと、アクティビティを通して存分に峡谷の凄

さは身をもって実感したので、車窓から見る峡谷にあまり感動

を覚えることはできませんでした。しかも、予定時刻よりも 2

時間遅れがあったため、暑い中駅で 2 時間待たされ、ちょうど

お昼時だったため乗客たちのイライラはピークに。食堂は一両

分しかなく、お腹を空かせた乗客と、パニックになったウエイ

ターが喧嘩を始めるなど、なかなか落ち着いて鉄道の旅を楽し

むことができません。「チワワ鉄道の食堂のチーズバーガーは

おいしいよ」そう聞いていたのですが、確かに 2 時間駅で待た

され、さらに食堂に入り、注文をするという行為だけに約 4 時

間はかかったので、その後に食べるチーズバーガーは今までで

一番おいしかったです（笑） 

DELE について 

DELE とは、スペイン語を母国としない人々のスペイン語能力を測るテストとして始まり、ス

ペイン教育文化スポーツ省の下に実施されている高い信頼を持ったスペイン語の検定試験です。広

島でも受験することができるのですが、一年間学んだスペイン語の能力を測る最後の力試しとして

メキシコでの受験を決めました。私は B2 というレベルを受験しました。 

試験は筆記とスピーキング、リスニングに分かれています。CEPE のクラスでも何度か DELE

の過去問を解いたり、6 月の研修レポートで描いたように CEPE 以外の語学学校でリスニングの

対策をしたりしていたので、それなりに対策はできていたのですが、旅行三昧だった 7 月のうち一

週間は勉強の時間に当てました。試験内容は難しく、特にリスニングは長いスピーチやインタビュ

ーを聞くという内容で集中力も必要でした。 

スピーキングの試験では、試験監督 3 人に対して受験者 1 人で部屋に入って行われましたが、

受験者が緊張しないように軽いおしゃべりから始まって、とてもリラックスした雰囲気で行なわれ

ましたが、用意されたテーマは、社会問題などに関するものが多くて難易度は高めでした。 

ちなみに結果は約二か月後に出るそうで、まだわかっていません。 

おわりに 

広島県の代表として派遣されたこの研修は、私にとって忘れ難くたいへん有意義なものになりま

した。勉強は苦戦することも多くありましたが、自分ができる限りの努力はしたと自信を持って言

いたいと思います。もちろん勉強だけでなく現地の人々との出会いを通してメキシコに根付く文化

や歴史などたくさんのことを学びました。 

また、広島県とグアナファト州の繋がりをさらに強めるためにも、今後も精進を続けていきたい

と思います。 


